
 

 

２０２０年１２月２４日発行 会報第１０３９号 

今週のプログラム 

（2020年１２月２４日 第 1039回例会） 

≪ＺＯＯＭ例会≫ 

 

『今年を振り返って一言』 

 

        全会員 

 

次回のプログラム 

（2021年１月１４日 第 1040回例会） 

≪ＺＯＯＭ例会≫ 

 

『新 年 例 会』 

 

担当：黒川 彰夫 親睦委員長 

第１０３8回例会 （２０２０年１２月１７日の記録） 

第    回例会 （２０２０年  月  日）の記録 
＜会長の時間＞           山本 友亮 会長 

皆様、こんばんは。本日も ZOOM例会ということでどうぞよろしくお願い致します。 

先週の土曜日に第２６６０地区の今年度地区大会が開催されました。ネットで配信されたので会員の 

皆様も参加されておられたと思います。華やかな地区大会になるところでしたが、コロナ禍の中で 

一堂に会せなかったことは大変残念なことであり、また大会実行委員会を務められた茨木 RCはじめ 

茨木東 RC・茨木西 RCにおかれましては我々以上に残念なお気持ちだろうなと拝察いたしております。

本当に一刻も早く普通の日常生活が送れる状況に戻ってほしいと切に願っております。 

また、先週の ZOOM例会では高尾会員による闘病記を拝聴させていただきました。大変だったんだなと

感じると同時にご夫妻の夫婦愛にも感動致しました。 

本日は前年度米山奨学生のエリカさんが「マレーシアのお話」というタイトルで卓話をして下さいます。

今日の卓話の内容は存じませんが、近い将来会員の皆様でマレーシアに旅ができる状況になれば、参考

にさせていただきますね。そして旅が実現できれば、エリカさんも里帰りを兼ねてぜひご一緒してくだ

さいね。早くそんな世の中になることを願って本日の会長の時間を終わります。 

 

     

 

 

 



  

＜本日のビジター＞大枝 正人様（吹田 RC幹事） 

         ２０１９学年度 米山奨学生 タン フィ ウェン エリカさん 

 

） 

 
＜出席報告＞       

会員数（内出席免除会員 1名）     1７名 

本日の出席者数            1０名 

（内免除会員１名） 

（名誉会員 ０名） 

本日の出席率          ５８.８２％ 

 

    ※出席者数＝ＺＯＯＭ参加者数 

＜ロータリーソング＞        全会員 

♪限りなき道ロータリー♪ 

奉仕の理想  胸に秘め 

友情花と   咲かせつつ 

生きよう今日も  ニコニコと 

一筋の道   ロータリー 

限りなき道  ロータリー 

 

       

    

 

     

 



 
＜卓話＞            マレーシアのお話     タン フィ ウェン エリカさん 

皆様こんばんは、前年度の米山奨学生エリカです。今日はマレーシアについてお話させて頂きます。

少し長くなりますが、まずは簡単な自己紹介をさせて頂きます。 

私は2000年に日本で生まれて、2歳の時に父の仕事のために家族とマレーシアに移住しました。 

その時から十何年間もマレーシアに住んでいました。私の父はマレーシア人で母は日本人です。 

マレーシアは多民族国家です。中華系とインド系の人はほとんど17から19世紀ごろに中国とインド 

からマレーシアに移住して来た人です。マレーシアの中華系の人はほとんど中国の南部、広東省、 

福建省から来ています。私の祖母も1940年ごろに戦争の時に船を乗って広東省からマレーシアに移住

しました。マレーシアの国籍を取って、それ以降は中国人ではなく、マレーシア人になりました。 

 

言語については、マレーシアはマレー語を国語と定めていますが、その他にも英語、中国語、タミル

語が公用語として認められています。各民族間は普通母語で話しています。中華系同士は中国語、 

マレー系同士はマレー語、インド系同士はタミル語で話しています。私は中華系なので、家族とは 

中国語、それと広東語で話しています。マレー語と英語はほかの民族の人と話すときに使います。 

国語であるマレー語を標準言語とする学校の他にも、中国語、タミル語で教える学校もあります。 

いずれの学校においてもマレー語と英語は必修言語です。そういった背景があるので、マレーシア人

は普通２ヶ国語以上話せます。ほとんどのマレーシア人は日常的に英語を話していて、看板にも普通

３ヶ国語以上が書いてありますので、外国人がマレーシアを観光する際は殆ど困る事がありません。 

 

マレーシアは宗教や文化もさまざまあります。イスラム教が国教であり、マレー系を中心に広く信仰

されています。中華系は仏教、インド系はヒンドゥー教徒が多いです。また、マレーシアは過去イギ

リスの植民地でもあったため、その影響で、キリスト教徒も少なくありません。 

 

あるニュースによると、2006年から13年連続で「日本人が移民したい国のランキング１位」はマレー

シアになっていたそうです。その理由とは、マレーシアの「物価の低さ」「常夏で良好な環境」「自然

災害がない」などがあります。現在マレーシアに在住している日本人は２万人くらいいます。特にペ

ナン州とクアラルンプールでは日本人がたくさん住んでいます。マレーシアでは日本人学校があっ

て、日本人会もあります。マレーシアの物価は日本と比べてとても安いので、日本人はマレーシアで

高いレベルの生活ができます。そして、マレーシアは年間の平均温度が２７度で、一年を通して温暖

な気候です。なので、日本のように衣替えしなくてもいいので、とても便利です。 

 

最後になりますが、マレーシアを訪れるとき、注意すべきことについてお話しします。1番目は、 

なるべく右手を使いましょう。先ほど言ったように、イスラム教では左手は不浄なものとされている

ので、手で食べるときなどは必ず右手を使います。2番目は、頭を撫でることは失礼です。日本では

よく子供の頭をかわいいね～と言って撫でますが、マレーシアでは人の頭をなでることは失礼とされ

ています。特に左手でなでることは絶対だめです。3番目は、マレータイムに慣れましょう！先程も

言いましたが、マレータイムとは約束の時間に当たり前のように遅れることです。マレーシア人は 

日本人に比べると時間にルーズです。 

マレーシアは、宗教や言語が異なっていても、マレーシア人はそれぞれの価値観やライフスタイルを

持ちながら平和に共生しています。それはマレーシアの魅力の一つと言えるでしょう。皆様もし機会

があれば、ぜひマレーシアに遊びに行っていただければと思います。 

 

 



 

  

 

 

  

  

マレーシア
        

前米山奨学生

                 

 

人口：3200万人

マレー系（６割）中華系（２割） インド系（１割）
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